
日本台湾学会 第２回関西部会研究大会のご案内
日時：2004年11月27日（土曜日） 9:55（受付開始9:30）～17:40
会場：関西大学大学院棟尚文館502
懇親会：18:10～20:10
会場：関西大学BONPLAT 参加費：一般3500円、学生2500円
＊報告と懇親会の出欠は同封の出欠届け（FAX）かEメールでご連絡下さい。 

◇プログラム◇

☆開会挨拶9:55 

【１】文化・文学分科会：10:00～12:30 司会：澤井律之（京都光華女子大学）
◇羅玠旻（広島大学大学院国際協力研究科） 呂赫若作品に登場する女性群について
コメント：王惠珍（関西大学大学院文学研究科）
◇魚住悦子（独立行政法人国際交流基金） リカラッ・アウーのアイデンティティー形成

コメント：下村作次郎（天理大学）
◇森岡ゆかり（近畿大学・大阪国際大学非常勤講師） 「大東亜」を旅する漢詩人―台北帝

国大学教授久保天隨の『游草』詩群について
コメント： 澤井律之

【昼食・休憩：12:30～13:30】

【２】歴史・社会分科会：13:30～15:10 司会：やまだあつし（名古屋市立大学）
◇藤井賢二（姫路市立姫路高等学校） 「支那東海黄海漁業協議会」と台湾

コメント：松田吉郎（兵庫教育大学）
◇洪國財（大阪大学大学院人間科学研究科） 災害における情報伝達とメディアの役割－阪

神大震災と台湾９２１大地震の比較
コメント：今井孝司（白鳳短期大学非常勤講師）

【休憩15:10～15:30】

【ミニシンポジウム】第６期立法委員選挙と台湾の将来展望：15:30～17:40
◇司会・問題提起：石田浩（関西大学）
 
パネリスト報告
◇清水美和（東京新聞編集委員） 中国から見た台湾
◇前田直樹（広島大学国際協力研究科） アメリカから見た台湾

☆閉会挨拶

【懇親会：18:10～20:10】
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